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木材産業シンボルマーク

第
一
部
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
中

谷
友
紀
和
歌
山
県
木
協
連
会
長
の

開
会
の
言
葉
、
こ
の
一
年
間
の
物

故
者
に
対
す
る
黙
と
う
と
続
き
、

実
行
委
員
会
委
員
長
の
津
田
潮
大

阪
府
木
連
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
菅
野
康
則

全
木
連
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
小
泉
進

次
郎
農
林
水
産
大
臣
（
代
理 

小
坂

善
太
郎
林
野
庁
長
官
）、
中
野
洋
昌

国
土
交
通
大
臣
（
代
理 

大
島
敦
仁

住
宅
局
木
造
住
宅
振
興
室
長
）、
吉

村
洋
文
大
阪
府
知
事
（
代
理 

原
田

行
司
環
境
農
林
水
産
部
長
）、
横
山

英
幸
大
阪
市
長
（
代
理 

岩
谷
和
代

経
済
戦
略
局
理
事
）
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
に
、
参
列
さ
れ
た
来

賓
が
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
主
議

題
に
進
み
、
熊
川
忠
滋
賀
県
木
材

協
会
長
が
大
会
宣
言
（
別
掲
）
を

朗
読
し
、
満
場
一
致
で
決
議
し
た

後
、
菅
野
全
木
連
会
長
に
よ
る
決

意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
津
田
大
阪
府
木

連
会
長
に
よ
る
、
万
博
で
の
木
材

利
用
な
ど
府
木
連
の
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
と
写
真
家
の
大
竹
英
洋

 

都
市
の
木
造
化
推
進
へ
宣
言 

決
議
を
採
択

「
木
を
活
か
し
て
命
輝
く
未
来
へ

～
万
博
と
と
も
に
～
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
第
59
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
が
、
９
月
４
日

（
木
）
大
阪
府
の
「
大
阪
市
中
央
公

会
堂
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）」
に

お
い
て
全
国
か
ら
約
６
０
０
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

第第
5959
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催

回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催
（
大
阪
市
）

（
大
阪
市
）

大会会長挨拶（菅野全木連会長）

大会会場（大阪市中央公会堂）

全
国
か
ら
６
０
０
名
が
参
加
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閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

懇
親
会
は
、
約
４
５
０
名
が
参

加
し
て
、
鏡
割
り
に
始
ま
り
、
サ

ン
バ
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
中
で

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
第
二

部
の
司
会
を
務
め
た
「
２
０
２
５

ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」
の
佐

塚
こ
こ
ろ
さ
ん
も
、
ド
レ
ス
姿
で

花
を
添
え
た
。

氏
（
第
40
回
土
門
拳
賞
受
賞
）
に

よ
る
『
北
米
の
湖
水
地
方
「
ノ
ー

ス
ウ
ッ
ズ
」
～
未
知
の
森
に
オ
オ

カ
ミ
を
探
し
て
～
』
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
竹
氏
は

人
間
と
自
然
の
つ
な
が
り
は
何
か

を
考
え
続
け
て
き
た
人
生
に
つ
い

て
、
動
物
の
写
真
や
遠
吠
え
の
声

帯
模
写
も
使
い
な
が
ら
お
話
し
さ

れ
、
軽
妙
な
語
り
口
に
魅
了
さ
れ

る
う
ち
に
幕
が
下
り
た
。

第
三
部
の
表
彰
式
は
、
平
方
宏

全
木
協
連
会
長
の
挨
拶
、
小
坂
善

太
郎
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
の
後
、

退
任
団
体
長
表
彰
、
木
材
産
業
功

労
者
表
彰
、
協
同
組
合
事
業
功
績

者
表
彰
が
行
わ
れ
、
榎
本
長
治
前

和
歌
山
県
木
協
連
会
長
が
受
賞
者

を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

次
い
で
、
次
期
開
催
地
の
菅
野

全
木
連
会
長
、
平
方
全
木
協
連
会

長
か
ら
挨
拶
（
令
和
9
年
10
月
29

日
、
東
京
都
開
催
）
が
行
わ
れ
、

野
村
俊
彰
兵
庫
県
木
協
連
会
長
が

  

受
章
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

受
章
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

��

令
和
七
年
秋
の
勲
章
・
綬
章
受
章
者　

令
和
七
年
秋
の
勲
章
・
綬
章
受
章
者　

旭

日

小

綬

章

黄

綬

褒

章

黄

綬

褒

章

西　

垣　
　

洋　

一

上

田　

正

紀

小
濱　
　

孝
彦

（
愛　

知
）

（
大　

阪
）

（
徳　

島
）

第 59 回全国木材産業振興大会
木を活かして命輝く未来へ ～万博とともに～

宣言決議
　木材利用の拡大は、森林・林業の活性化のみならず地球温暖化防止、地方創生、国土強靭化などを通じ、
豊かな暮らしや脱炭素社会の実現に大きく貢献するものであり、森林資源が充実しつつある中、「伐って、
使って、植えて、育てる」という資源の循環利用の確立が重要な課題である。
　全国各地で木造施設等が数多く建設されるようになり、都市部の建築物の木造化・木質化が進み始め
ている。これは木材を優先して活用する ‘ ウッドファースト社会 ’ の実現に向けて、政府、与党、経済界
に訴えてきた我々の活動の成果と認識している。

　このような中、「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法
律」（通称：都市（まち）の木造化推進法）の施行により、関係者の信頼に基づく安全・安心な木材の安
定供給体制の構築、都市の木造化・木質化の取組が官民を挙げて加速化する一方で木造住宅着工の減退
が見られる。
　また、「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（通称：クリーンウッド法）の一部を改正
する法律」が施行され、違法伐採の根絶に向けた更なる取組の強化が求められている。
　今後、我々木材産業界は、合法性が確認された木材、持続性が確保された木材の利用の促進により山
元に利益を還元し、再造林するための持続的な林業・木材産業の仕組み作りに率先して取り組むととも
に、消費者・ユーザーの協力を得つつ、木造住宅はもとより、都市の木造化を推進し、木材利用を国民
運動として展開を図っていくことが重要である。

　そのため、次の事項について、経済界など多様な関係者の連携の下に英知を結集して行動する。

　 1．�木材の需要の回復を目指して、住宅・非住宅の建築物への木材利用を積極的に働きかけるとともに、国
民理解の醸成に取り組む。

　 2．�新たな木材需要を創出するため、ＪＡＳ製品等、品質・性能の確かな木材供給や技術開発・普及等に取
り組む。

　 3．�持続性の確保された木材の利用及び山元への利益の還元と再造林できる体制の構築に森林・林業、建築
業界と一体となって取り組む。

　 4．�人材の育成確保を図り、木材産業従事者の労働安全に全力を挙げ、死亡災害絶滅に取り組む。
　 5．クリーンウッド法を遵守し、合法伐採木材だけが流通・利用されるように取り組む。
　 6．�木材産業振興のため、「森の国・木の街プロジェクト」や木造住宅の新築促進の施策などの予算の拡大、

税制特例措置の拡充に取り組む。

　以上、決議する。
令和 7年 9月 4日　

第 59 回全国木材産業振興大会　

歓迎の挨拶（津田大会実行委員会委員長・大阪府木連会長）
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開会の言葉
（和歌山県木材協同組合連合会会長　中谷友紀）

来賓祝辞
（国土交通省住宅局木造住宅振興室長　大島敦仁）

来賓祝辞
（林野庁長官　小坂善太郎）

来賓祝辞
（大阪市経済戦略局理事　岩谷和代）

 表彰式挨拶
（全国木材協同組合連合会会長　平方　宏）

来賓祝辞
（大阪府環境農林水産部部長　原田行司）

大会宣言
（滋賀県木材協会会長　熊川　忠）

記念講演
（写真家　大竹英洋氏）

現地報告（大阪府木材連合会会長　津田　潮）

 全木連退任団体長感謝状

全木協連退任団体長感謝状
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大会司会（第 ２ 部）
（2025ミス日本みどりの大使 佐塚こころ）

大会司会（総合）
（牧香代子）

第第
6060
回
全
国
木
材
産
業

回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会

振
興
大
会
（
東
京
大
会
）

（
東
京
大
会
）

期
日
：�

令
和
8
年
10
月
29
日（
木
）

場
所
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
　
　

東
京
都
台
東
区
西
浅
草

　
　
　
　
　
（
懇
親
会
：
同
会
場
）

☆�

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、

大
勢
の
参
加
で
大
会
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

全木連会長賞
（代表者：寺崎（一社）平林会理事）

代表謝辞全国木材協同組合連合会会長
（平方　宏）

全木協連会長賞
（代表者：枡岡兵庫県素材生産組合組合長）

懇親会 乾杯（小坂林野庁長官）

懇親会の様子大阪万博 大屋根リング

懇親会 鏡割り

閉会の言葉
（兵庫県木材業協同組合連合会会長　野村俊彰）

代表謝辞
（前和歌山県木材協同組合連合会会長　榎本長治）

次期開催地挨拶
（（一社）全国木材組合連合会会長　菅野康則）
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前
大
会
以
降

　

退
任
団
体
長
感
謝
状

　

名
簿
（
敬
称
略
）

〇 

全
木
連
会
長
感
謝
状

山　

形	

松　

田　
　
　

賢

神
奈
川	

栗　

林　

一　

郎

和
歌
山	

榎　

本　

長　

治

岡　

山	

田　

中　

信　

行

愛　

媛	

菊　

池　
　
　

正

鹿
児
島	

柴　

立　

鉄　

彦

（
特
非
）
日
本
バ
ー
ク
堆
肥
協
会

	

奥　

田　

哲　

士

〇 

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

山　

形	

松　

田　
　
　

賢

神
奈
川	

栗　

林　

一　

郎

東　

京	

氏　

橋　

武　

史

和
歌
山	

榎　

本　

長　

治

島　

根	

篠　

原　
　
　

憲

岡　

山	

中　

塚　

利　

信

愛　

媛	

菊　

池　
　
　

正

　

木
材
産
業
功
労

　

表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

〇 

全
木
連
会
長
表
彰
状

北
海
道	

家　

常　

尚　

詞

青　

森	

最　

上　
　
　

猛

宮　

城	

髙　

橋　

和　

宏

香　

川	

佐　

伯　

慶
一
郎

大　

分	

田　

中　

敬　

三

　

協
同
組
合
事
業

　

功
績
表
彰
者
名
簿

　
（
敬
称
略
）

〇 

全
木
協
連
会
長
表
彰
状

岩　

手	

川　

邊　

三
千
年

	

安　

倍　

和　

明

宮　

城	

佐　

藤　

好　

昭

栃　

木	

山　

口　

真　

右

	

林　
　
　

紀　

尚

東　

京	

関　

野　

守　

康

	

林　
　
　

省　

吾

	

田　

口　

直　

幸

　
　

	

原　
　
　

一　

則

岐　

阜	

曽　

我　

良　

久

	

大　

森　

昌　

記

静　

岡	

山　

口　

眞
砂
雄

愛　

知	

峰　

野　
　
　

晋

	

梅　

谷　

雅　

和

三　

重	
泉　
　
　

諸　

人

兵　

庫	
枡　

岡　
　
　

望

	
木　

原　

浩　

則

和
歌
山	

澤　

野　
　
　

誠

岡　

山	

塩　

見　

浩　

文
	

石　

川　

和　

重

広　

島	

萩　

原　

康　

博

愛　

媛	

藤　

井　

博　

規

大　

分	

安　

部　

賢　

一

	

五　

島　

幸　

典

秋　

田	

瀬　

川　

貴　

志

福　

島	

鈴　

木　

昌　

一

群　

馬	

星　

野　

正　

徳

	

塚　

越　

基　

志

埼　

玉	

小　

池　

文　

喜

千　

葉	

矢　

部　

愼　

一

神
奈
川	

栗　

林　

一　

郎

東　

京	

向　

殿　

長　

敏

	

西　

川　

哲　

生

	

大　

渕　
　
　

治

	

岡　

部　

孝　

明

	

奥　

村　

永　

徳

新　

潟	

二
野
宮　

雅　

宏

富　

山	

澤　

田　

喜　

朗

石　

川	

谷　

田　

紀　

幸

長　

野	
笹　

崎　

千　

城

	
池　

田　

聡　

寿

岐　

阜	

各　

務　

信　

彦

	

岡　

山　

彰　

宏

静　

岡	

伊　

藤　

勝　

久

愛　

知	

加　

藤　

秀　

司
	

余　

吾　

壮　

一

三　

重	

杉　

本　

幹　

雄

大　

阪	

小　

仲　
　
　

進

	

村　

上　
　
　

顕

	

寺　

崎　

貴　

史

	

千　

葉　

剛　

司

	

柳　

下　

敦　

史

	

近　

藤　

清　

子

奈　

良	

中　

西　

利　

彦

和
歌
山	

川　

﨑　

康　

弘

	

上　

市　

恭　

司

岡　

山	

岡　
　
　

悠
紀
好

広　

島	

大　

野　

昌　

治

	

原　

本　

幸　

弘

徳　

島	

柿　

原　

豊　

茂

○林業・木材産業を営む方（注1）であれば、どなたでもご利用が可能（注2）です。

○保証料率は財務内容により、年0.15％から1.80％が適用されます。

○仕入れや人件費の支払い、加工設備の導入等の事業資金全般が対象です。

○都道府県が無利子や低利で貸し付ける「制度資金」への保証も可能です。

詳しくはこちらへ
独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部 ℡03-3434-7825
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

注１：造林・育林、素材生産、木材・木製品製造、
林業種苗生産、薪炭生産、きのこ生産、
木材卸売等、木材製品利用が対象です。

注２：ご利用には融資機関様を通じた審査があります。
是非、一度、融資機関様にご相談ください。
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催

　
　
　
　

臨
時
総
会
開
催

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一

社
）
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の

臨
時
総
会
・
理
事
会
が
、
11
月
18

日
（
水
）、
木
材
会
館
（
東
京
都
江

東
区
新
木
場
）
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
会
員
が
参
加
し
た
。
総
会

に
先
立
ち
、
午
前
に
正
副
会
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の
進
め
方

等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

全
木
連
で
は
、
臨
時
総
会
に
お
い

て
役
員
（
理
事
）
の
選
任
、
令
和

７
年
度
業
務
執
行
状
況
報
告
に
つ

い
て
決
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。

全
木
協
連
で

は
、
臨
時
総
会
に

お
い
て
役
員
（
理

事
）
の
選
任
、
理

事
会
に
お
い
て
役

員
（
副
会
長
、
常

務
理
事
）の
選
任
、

令
和
７
年
度
中
間

事
業
報
告
が
行
わ

れ
、承
認
さ
れ
た
。

木
退
共
で
は
、

臨
時
総
会
に
お
い

て
役
員
（
理
事
）

の
選
任
、
令
和
７

年
度
業
務
執
行
状

況
報
告
が
行
わ
れ

た
。臨

時
総
会
等
終

了
後
、
情
報
交
換

会
を
開
催
し
、
林

野
庁
の
福
田
淳
木

材
産
業
課
長
か
ら

林
野
庁
か
ら
の
情

報
提
供
（
森
林
・

林
業
基
本
計
画
の

変
更
に
向
け
た
検

討
状
況
に
つ
い
て
、
林
業
・
木
材

産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推
進
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
木
材
産

業
に
お
け
る
直
近
の
主
な
労
働
災

害
・
工
場
火
災
の
発
生
状
況
、「
森

の
国
・
木
の
街
」
づ
く
り
宣
言
）

に
つ
い
て
、
ま
た
、
難
波
良
多
木

材
利
用
課
長
か
ら
米
国
の
関
税
政

策
（
木
材
関
連
）
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
の
大
島 

敦
仁
住
宅
生
産
課
木
造
住
宅
振
興

室
長
か
ら
住
宅
性
産
業
政
等
の
最

新
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
質
疑
応
答
に
移
り
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

令
和
7
年
11
月
20
日
（
金
）、
菅

野
康
則
全
木
連
会
長
並
び
に
平
方

宏
全
木
協
連
会
長
一
行
は
、
自
民

党
の
国
会
議
員
（
32
名
）、
農
林
水

産
副
大
臣
、
林
野
庁
長
官
、
国
土

交
通
省
住
宅
局
長
に
対
し
、
木
材

需
要
の
拡
大
、
供
給
力
の
強
化
を

確
実
に
す
る
た
め
、
下
記
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
し
た
。

（
要
望
の
内
容
）

○
木
材
需
要
の
喚
起
増
大
に
重

要
な
政
策
で
あ
る
住
宅
取
得
減
税

や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
継
続
・
拡
充

な
ど
、
消
費
者
の
住
宅
取
得
価
格

上
昇
を
実
質
的
に
抑
え
、
住
宅
着

工
を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
ま
た
、SH

K

制
度
の
効
果
的

な
運
用
を
始
め
と
し
た
二
酸
化
炭

素
排
出
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
に
寄
与

す
る
都
市
の
木
造
化
・
木
材
利
用

の
促
進
、
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・

木
材
利
用
の
一
層
の
促
進
、
住
宅
・

非
住
宅
建
築
に
お
け
る
窓
枠
や
内

装
・
建
具
・
家
具
な
ど
へ
の
木
材

利
用
や
木
材
輸
出
な
ど
を
拡
大
す

る
た
め
の
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

○
外
国
産
木
材
に
対
す
る
競
争

力
を
強
化
す
る
た
め
、
省
人
化
や

効
率
化
、
木
材
製
品
の
付
加
価
値

を
向
上
さ
せ
る
木
材
加
工
施
設
の

開
発
・
整
備
、
需
要
情
報
に
応
じ

て
生
産
・
供
給
を
管
理
す
るD

X

技
術
の
導
入
、
こ
れ
ら
の
担
い
手

人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
の

支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
。

○
木
材
価
格
は
需
給
に
基
づ
く

相
場
で
上
下
し
て
お
り
、
需
要
不

足
の
現
在
、
担
い
手
の
給
与
改
善
、

物
流
費
の
増
大
、
電
気
代
等
の
高

騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
で
い
る
実

態
に
即
し
、
取
適
法
の
運
用
の
着

実
な
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
合

理
的
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
た
適
正

な
価
格
形
成
を
促
す
施
策
を
講
ず

る
こ
と
。

○
改
正
建
築
基
準
法
等
の
施
行

を
踏
ま
え
た
住
宅
の
環
境
性
能
、

耐
震
性
能
の
確
保
や
非
住
宅
建
築

物
の
普
及
拡
大
に
と
っ
て
重
要
で

あ
るJA

S

構
造
材
の
普
及
、
生
産
、

供
給
の
拡
大
を
促
し
て
い
く
た
め
、

JA
S

認
証
の
取
得
やJA

S

材
の
利

用
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
拡
大
す

る
こ
と
。

中
高
層
・
中
大
規
模
木
造
建
築

物
へ
の
木
材
利
用
拡
大
の
た
め
、

耐
火
性
能
や
防
火
性
能
、
耐
震
性

能
が
確
保
で
き
る
木
造
建
築
技
術

や
木
材
製
品
の
研
究
開
発
を
促
進

す
る
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

開
発
技
術
の
普
及
、
製
造
設
備
の

導
入
を
支
援
す
る
こ
と
。

○
花
粉
症
対
策
の
推
進
に
重
要

な
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
の
施
策
を

拡
充
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
花

粉
の
少
な
い
苗
木
の
再
造
林
が
確

実
に
実
施
で
き
る
支
援
策
を
講
ず

る
こ
と
。

○
防
災
庁
の
整
備
に
合
わ
せ
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
今
後
の
自
然

災
害
発
生
の
際
の
建
設
仮
設
住
宅
、

住
み
続
け
ら
れ
る
災
害
公
営
住
宅

等
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
整
備
す

る
た
め
、
国
産
材
に
よ
る
木
造
仮

設
、
災
害
公
営
住
宅
を
推
進
し
、

そ
の
建
築
部
材
や
木
造
住
宅
ユ
ニ

ッ
ト
の
備
蓄
を
促
進
す
る
対
策
を

講
ず
る
こ
と
。

令
和
７
年
度
補
正
予
算
、

令
和
８
年
度
予
算
等
に
関

す
る
要
望
活
動

要望活動（左から平方全木協連会長、菅野全木連会長、
根本副大臣、本郷副会長）
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○
上
記
の
施
策
を
実
施
し
、
木

材
需
要
の
拡
大
、
供
給
力
の
強
化

を
確
実
に
す
る
た
め
、
国
産
木
材

関
連
、
木
造
建
築
関
連
の
予
算
規

模
の
拡
大
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、

木
材
利
用
分
野
の
拡
大
や
特
色
あ

る
木
材
利
用
に
資
す
る
施
設
等
を

対
象
と
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
、
優
良
な
木
造
・
木
質
化
施
設

等
を
表
彰
し
て
き
た
。

本
年
も
多
数
の
素
晴
ら
し
い
作

品
・
取
組
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
特
賞
に
選
定
さ
れ
た
作

品
・
取
組
を
表
彰
す
る
式
典
が
令

和
7
年
10
月
28
日
（
火
）、
木
材
会

館
（
東
京
都
江
東
区
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
会
場
に
約
１
３
０
名

が
参
加
し
た
。「
優
良
施
設
部
門
」

に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
は
じ
め
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、

文
部
科
学
大
臣
賞
、
国
土
交
通
大

臣
賞
、
環
境
大
臣
賞
、
林
野
庁
長

官
賞
な
ど
15
作
品
が
、「
国
産
材
利

用
推
進
部
門
」
に
お
い
て
は
、
農

林
水
産
大
臣
賞
、
林
野
庁
長
官
賞

な
ど
5
企
業
が
表
彰
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
受
賞
者
と
授
与
者
に
よ
る

記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、「
優
良
施
設
部
門
」
で
は
、

表
彰
式
で
の
特
賞
表
彰
の
ほ
か
に

優
秀
賞
31
作
品
を
決
定
し
て
い
る
。

表彰式
（内閣総理大臣賞：授与者は広瀬農林水産大臣政務官（中央））

表彰式の様子

令
和
7
年
度
木
材
利
用

推
進
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
の
開
催

【
文
部
科
学
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�

六ろ
く
の
へ戸
町
立
義
務
教
育
学
校
六ろ
く
の
へ戸

学
園
（
青
森
県
上か
み
き
た
ぐ
ん

北
郡
六ろ
く
の
へ
ま
ち

戸
町
）

【
国
土
交
通
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�C

く

れ

ば

REVA

お
お
く
ま
（
福
島
県
双ふ
た

葉ば

郡ぐ
ん

大お
お
く
ま
ま
ち

熊
町
）

【
環
境
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�

自
然
循
環
型C

LT & ZEB

オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

【
林
野
庁
長
官
賞
（
３
点
）】

○�

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン b

ば
い

y H

は
い
あ
っ
と

yatt

兜か
ぶ
と

町ち
ょ
う

東
京
（
東
京
都
中
央
区
）

受 

賞 

施 

設 

等

〈
優
良
施
設
部
門
〉

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�N

に

し

が

わ

ISH
IG
AW
A T

て

ら

す

ERRAC
E

（
岡

山
県
岡
山
市
）

【
農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�
パ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
第だ
い

5ご
街が
い
く区

（
富

山
県
黒
部
市
）
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景　況　調　査
令和 7 年１０月分集計表　 　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１５６　回答９２　回収率５９％
・当月の状況

販 売 量 増　加２７％（２４） 変わらず５２％（４７） 減　少２１％（１９）
仕 入 量 増　加２０％（２０） 変わらず５９％（５３） 減　少１９％（１７）
販売価格 上　昇　６％（　５） 変わらず９３％（８４） 下　降　１％（　１）
仕入価格 上　昇　８％（　７） 変わらず９２％（８３） 下　降　０％（　０）

・来月の見通し
販 売 量 増　加２２％（２０） 変わらず６９％（６２） 減　少　９％（　８）
仕 入 量 増　加２１％（１９） 変わらず６９％（６２） 減　少１０％（　９）
販売価格 強含み　７％（　６） 保ち合い９３％（８４） 弱含み　０％（　０）
仕入価格 強含み　９％（　８） 保ち合い９０％（８１） 弱含み　１％（　１）

３ ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 １６％（１０） ７８％（４９） 　６％（　４）
南 洋 材 １２％（　６） ８６％（４３） 　２％（　１）

北洋材（欧州材を含む） １９％（１１） ７４％（４２） 　７％（　４）
国 産 材 １０％（　８） ８２％（６５） 　８％（　６）
建　　材 ２５％（１４） ６７％（３７） 　７％（　４）

・プレカットの動向

発注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３７％（２２） ５８％（３４） 　５％（　３）

〔製造部門〕 モニター数１３３　回答数７６　回収率５７％
・当月の状況

販 売 量 増　加２６％（１９） 変わらず５９％（４３） 減　少１５％（１１）
仕 入 量 増　加２１％（１５） 変わらず６３％（４６） 減　少１６％（１２）
販売価格 上　昇　８％（　６） 変わらず９０％（６６） 下　降　１％（　１）
仕入価格 上　昇１５％（１１） 変わらず８２％（６０） 下　降　３％（　２）

・来月の見通し
販 売 量 増　加２０％（１５） 変わらず７３％（５４） 減　少　７％（　５）
仕 入 量 増　加２３％（１７） 変わらず７０％（５２） 減　少　７％（　５）
販売価格 強含み　７％（　５） 保ち合い９２％（６８） 弱含み　１％（　１）
仕入価格 強含み１８％（１３） 保ち合い８０％（５９） 弱含み　３％（　２）

３ ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 １７％（　４） ７０％（１６） １３％（　３）
南 洋 材 １３％（　２） ８０％（１２） 　７％（　１）

北洋材（欧州材を含む） ２１％（　４） ７４％（１４） 　５％（　１）
国 産 材 １５％（１１） ６９％（５０） １５％（１１）

・プレカットの動向

受注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
４２％（１３） ４２％（１３） １６％（　５）

○�
高た
か
つ
き槻
城じ
ょ
う

公こ
う
え
ん園
芸
術
文
化
劇
場
（
南

館
）（
大
阪
府
高た

か
つ
き
し

槻
市
）

○�

エ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
木
材
加
工
場

（
熊
本
県
上か
み
ま
し
き
ぐ
ん

益
城
郡
甲こ
う

佐さ

町ま
ち

）

【
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
会
長

賞
（
３
点
）】

○�D
LT

木
造
仮
設
住
宅
（
石
川
県

珠す

ず

し
洲
市
）

○�

ま
き
の
さ
ん
の
道
の
駅
・
佐さ

川か
わ

（
高
知
県
高
岡
郡
佐さ

川か
わ

町ち
ょ
う）

○�

八や

め

し
女
市
庁
舎
（
福
岡
県
八や

め

し
女
市
）

【
審
査
委
員
会
特
別
賞
（
４
点
）】

○�

戸と

だ田
建け
ん
せ
つ設
オ
フ
ィ
ス T

と

だ

O
D
A 

C
く
り
え
い
て
ぃ
ぶ

REATIVE L

ら

ぼ

AB

（
東
京
都
中

央
区
）

○�
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会 

大お
お

屋や

根ね

リ
ン
グ（
大
阪
府
大
阪
市
）

○�

福
岡
県
酒し
ゅ
ぞ
う造

組く
み
あ
い合

会
館
（
福
岡

県
福
岡
市
）

○�

小お

浜ば
ま

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
鹿
児
島
県

霧
島
市
）

〈
国
産
材
利
用
推
進
部
門
〉

【
農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）】

○�

三み
つ

井い

ホ
ー
ム
株
式
会
社（
東
京
都
）

【
林
野
庁
長
官
賞
（
２
点
）】

○�

株
式
会
社
セ
ブ
ン—

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
）

○�

株
式
会
社
さ
つ
ま
フ
ァ
イ
ン
ウ

ッ
ド
（
鹿
児
島
県
）

【
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
会
長

賞
（
２
点
）】

○�

株
式
会
社
栃と
ち

毛も
う

木
材
工
業
（
栃

木
県
）

○�

新し
ん

丹に
ゅ
う生
谷だ
に

製
材
協
同
組
合
（
徳

島
県
）


